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Cefazolinに よ る耳 鼻咽 喉科 感染 症 の治療成 績
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関東逓信病院第一臨床検査科

徐 慶一郎

関東逓信病院耳鼻咽喉科

Cefazolin(以 下CEZと 略 記)は 藤 沢 薬 品工 業 株 式

会社 中 央 研究 所 に て 開発 され た 新Cephalosporin誘 導

体 で,Cephalosporin Cを 酸 分解 して得 られ た7-amino

cephalosporanic acidを 母核 と し,側 鎖 を 変 え る こ と

に よつ て半 合 成 的 につ くられ た新 抗 生 物 質 で あ る1)。 白

色 また は ほ とん ど白色 の 結 晶性 粉 末 で,水 溶 液 のpHは

4.0～6.0で あ る。 そ の化 学 構造 式 は図1の よ うで あ る。

CEZは グ ラム陽 性 菌 お よびPseudomonasを 除 くグ

ラ ム陰 性 菌 に も,CERやCETと 同 様 に,広 い 抗 菌

ス ベ ク トル ム を も つ こ とが わか つ た2,3)。

われ わ れ は本 剤 につ い て若 干 の基 礎 的 検 討 を行 な い,

さら に耳 鼻 咽喉 科 感 染 症 の治 療 に応 用 して,み るべ き成

績 を収 め た の で報 告 す る。

抗菌 試 験 成 績

1) 患 者 分離 菌 株 に 対 す るMIC値

MIC測 定 は,寒 天 平板 稀釈 法 を 用 い,培 地 と しては,

ミユー ラ-ヒ ン トン改 良 培 地,接 種 菌 は,ト リプ トソイ

ブイ ヨ ン16時 間培 養 液 を 正00倍 に稀 釈 し,こ れ を 滴 下器

を 用 い て,抗 生 剤 を 予 め 含 有 させ た 寒 天 平板 培 地上 に,

接種 して 測定 を 行 な つ た 。

Cephalosporin C系 薬 剤CER, CET, CEX, CEZ

の4種 の 抗生 剤 に 対す るStaph. aureus9株 とE. coli

45株 に対 す るMIC値 の 比 較 は 表1の よ うで,CEZの

MIC値 はStaph. aureusに 対 して は3.12～0.39mcg(

mlの 間に あ り,E. coliに 対 し て は0,78～12.5mcg/

mlの 間に あ る(表1)。

この うちE. coli45株 に対 す るCEZのMIC値 は

CER及 びCEXの それ と比 較 す る とCER, CEXの 何

れ に対 して も,CEZのMIC値 が や や 低 く,感 性 が よ

り高 い こ とが 示 され た。 これ に 反 してStaph.aureusに

対 して は,CEZのMIC値 が や や 高 め であ る こ とが表1

の成 績 か ら推 定 され る。 また 変形 菌5株 の うち4株 は

3.13～12.5mcg/mlで も増 殖 が 阻止 さ れ,他 の1株 は

中等 度 耐性 で あつ た 。 また 緑 膿菌 の4株 に 対 して はす ベ

て高 度 耐 性 で あつ た 。

2) Staph.aureus増 殖 曲線 に 及 ぼ すCEZの 効 果

StaPh.aureus増 殖 曲線 に 及 ぼ す 薬 剤 の効 果 はBio-

photometer (Jouan)に よつ て調 べ た4)。

CER, CET, CEX, CEZ,各10mcg/mlを209P株

培 養 対 数 期 の 初期 に 作 用 させ る と,い ず れ に も曲線 の低

下 が 認 め られ,溶 菌 作 用 の あ る こ とが確 か め られ た(図

2)。

3)CEZ投 与 後 血清 のStaph. aureus 209 P株 増

殖 曲 線 に 及 ぼす 影 響

a) CEZ 250mg(筋 注)投 与 症 例,27才,男p右 急性

化 膿 性 中 耳炎

図1 Cefazolinの 化 学 構 造式

表1 Cephalosporin C系 薬 剤 に 対 す る

E. coliとStaph. aureusの 感 性

○ 内 数 字 はStaph. aureus,他 はE. coliの 菌 株 数

図2
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投与前,投 与後30分,1時 閥,3時 問,6時 間の血清

をそれぞれ1mlず つ,各 キュベットに投入,最 終的に

10倍に稀釈された血清の効果を増殖曲線に及ぼす効果か

ら検討した。投与後の血清は投与後30分 から,1時 間後

まで,す べて強い抗菌作用を有していることが,増 殖曲

線の完全な上昇阻止からわか り,3,6時 間後の血清で

は菌増殖抑制は充分ではなかつた(図3)。

b) 500mg(筋 注)投 与症例,44才,男,慢 性副鼻腔炎

投 与後の血清は,投 与後30分 か ら6時 間後まで,す べ

て強い抗菌作用を有していることが増殖曲線から明らか にされた(図4)。

図 3

表2 CEZに よる化膿性中耳炎の治療成績



 VOL.  18 NO. 5•@ CHEMOTHERAPY 883

臨 床 成 績

耳鼻咽喉科感染症について,CEZに よる治療を行な

つた。治療対象は昭和44年12月 か ら昭和45年6月 にいた

る7ヵ 月間における患者について行なつた。

投与方法:成 人においては1日 量1000～1500mg,小

児においては250～500mgを2～3回 にわけて,筋 肉

内注射を行ない治療経過を観察した。治療効果の判定は

投与5日 以内に症状消退し,治 癒と認められたものを著

効(〓),治 癒 までに5日 以上の投与を要したものや軽快

したものを有効(+),無 効(一)の3段 階に分けて行な

つた。

1) 化膿性中耳炎における治療成績(表2)

急性化膿{生中耳炎29例,慢 性化膿性中耳炎1例 につい

て治療を行なつた。急性症29例 では著効を収めた もの

20例,有 効6例 であつた。慢性症の1例 においては治療

効果はみられなかつた。

症例7才,男,右 急性化膿性中耳炎,面 庁,

麦粒腫

現病歴:1年 来化膿性中耳炎が反復 しておこるように

なつた。最近1週 間前から右難聴がおこり,鼻 や眼ρ痛

みも訴えて3月4日 来院した。1

現症:一 般所見尋常。右鼓膜は発赤腫脹 し,左 鼓膜に

は中等度の内陥がみられた。また左鼻前庭部は発赤腫脹

して硬結を形成し,疹 痛を訴えた。左眼瞼外下部に麦粒

腫が生 じて疹痛がみられた。右鼓膜切開を行ない,そ の

耳漏からStaph.aureusが 検出され,そ の感性はPC

(+),CER(〓)で あつた。 レ線では右孔様突起部に軽

度の陰影がみられた。 そこで入院 してCEZに よる治療

を行なつた(図5)。

治療経過:CEZ500mgを1日2回 筋注 して,耳 漏は

著しく減少し,5日 間,総 量5gの 使用にて中耳炎,面

庁,麦 粒腫に著効を収めた。

2) その他の感染症の治療成績

治療 した症例は耳癰2例(そ の うち1例 は軟骨膜炎を

合併した),腺 窩性扁桃炎3例,扁 桃周囲膿瘍2例,喉

頭蓋蜂窩織炎4例 の計11例 であつた。 これ らの症例は

CEZを2～5日 間 の投 与 に よつ て,い ず れ も著効 を収

め 治 癒 した(表3)。

次 に症 例 を 例 示 す る。

症 例41才,男,右 扁 桃 周 囲膿 瘍

現 症歴;4日 前 か ら咽 頭 痛 が お こ り,発 熱 をみ る よ う

に な り,一 昨 日か ら咽頭 痛,嚥 下 痛 は 増強 して きた の で,

12.月11日 受 診 した。

現症3体 格 栄養 は尋 常 であ るが,顔 貌 生 気 な く苦悶 状

で あ つ た。 体 温3&8℃,右 扁 桃 は 発赤 して,そ の周 囲

が か な り膨 隆 して いた。 膨 隆 部 の穿 刺 に よ り膿 汁 を証 明

し,Streptococus(α)で あ る こ とがわ か り,白 血 球 は

9,600で あつ た。

図 4

図 5 症例 7才 男

右急性化膿性中耳炎,鼻 癰,麦 粒腫

図6 症例4 1才 男 右扁桃周囲膿瘍
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治 療 経 過:そ こ でCEZ 500mgを1日2回 筋 注 して,

2日 目か ら体 温 は37℃ 代 に下 り,4日 間,総 量49の

使 用 に よ つ て,扁 桃 周 囲膿 瘍 は切 開 す る こと な く治 癒 せ

しむ る ことが で きた(図6)。

症 例 27才,〓,喉 頭 蓋蜂 窩 織 炎

現病 歴:3月20日 か ら咽 頭痛,嚥 下 痛 強 く失 声 の状 態

とな り,21日 に は ほ とん ど水 も飲 む こ と も で きな くな つ

た の で23日 来 院 した。

現 症:体 温38.5℃,顔 貌苦 悶 状 を呈 し,咽 頭 痛,嚥

下 痛 強 烈 で あ つ た。 扁 桃 は 発赤 所 見 の み で,喉 頭 蓋 は腸

詰 状 に強 く発赤 腫 脹 す るの が み られ た。 両顎 下 部 の淋 巴

腺 が 母 指 頭大 に腫 脹 す るの が み られ た◎ 白血 球 は9,800

で あつ た。 直 ち に入 院 させ て治 療 を行 な つ た。

治 療 経 過3局 所 麻 酔 の下 に 浮 腫性 腸 詰 状 に 腫脹 した 喉

頭 蓋 に乱 切 を 加 え る と,膿 汁 が 流 出 した。膿 か らはStre-

ptococcus(a)が 検 出 され,そ の感 性 はPC(〓),SM

(+),CP(+),TC(〓),EM(〓),KM(-),CL(-),

CER(〓)で あ つ た。

そ こで500mg,1日3回 の注 射 を5日 聞 使 用 して,

喉 頭 蓋 の 浮腫 性 腫 脹 は消 退 し,嚥 下 痛 もな くな り,著 効

を収 め る こ とが で きた。

CEZに よ る治 療 成 績 の総 ま とめ は表4に 示 し て お い

た｡

副 作 用

CEZを 耳 鼻 咽 喉 科 感染 症41例 に 使 用 して。 注 射時 の

表3 CEZに よるその他の耳鼻咽喉感染症の治療成績

表4 CEZに よる耳鼻咽喉科感染症の治療成績
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疹痛を除いては,ショ ック症状は全 くみられなかつた。

1例 に発疹をみたがこれはCEZに よる治療を中止3日

目後には消退した。

結 語

1. CEZのStaph. aureusに 対する抗菌力は0.39

～3.12mcg/mlの 間にあり,E. coliに ついてはCEZ

はCERに 比較し抗菌力が優れていることがみられた。

2.変 形菌に対してはCEZは3.13～12.5mcg/mlで

菌の増殖を阻止し,緑 膿菌に対しては耐性であつた。

3. CEZ 250, 500mg筋 注後の血清の抗菌力をBio-

photometerで 観察するに,30分,1,3,6時 間の10倍

稀釈の血清では209P株 の増殖をよく阻止した。

4. 耳鼻咽喉科感染症42例 に使用して著=効32例(76.2

%),有 効6例(14.3%),無 効3例(7.1%),発 疹 のた

め中止したもの1例 であつた(表4)。

5. 41例 の治療症例のうち,発 疹を生 じたもの1例 み

られたが,注 射時の疹痛のほかは特別の副作用はみとめ

られなかつた。

本稿の要旨は第18回 日本化学療法学会総会において発

表 した。
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From the laboratory and clinical studies on Cefazolin, a new semi-synthetic antibiotic, the following 

results were obtained. 

1. The MIC values of CEZ were a little higher against newly isolated Staph. aureus (9 strains), 

and a little lower against E. coli (45 strains), than those of other Cephalosporin C derivatives, 
such as Cephalothin, Cephaloridine and Cephalixin. 

2. The bacteriolytic action of Cefazolin was observed from the automatically recorded growth 

curve of Staph. aureus 209 P strain, using Biophotometer Jouan. The same activity against the above 
strain was observed in the sera of patients receiving an intramuscular dose of CEZ 250 or 500 mg. 

3. Cefazolin was clinically applied to 43 paients of ear, nose and throat infections and the 

results were as follows : remarkable in 32 patients (74. 4%), moderate in 7 (16. 3%) and ineffective 
in 3 (7%). The effectiveness ratio was 90. 7%. 

4. As for the side effect, eruption was encountered in one out of the 43 patients.


